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 平成１８年１２月２７日（水） 市原市民会館大会議室 

 

 

高 齢 者 部 会
開 催

中核地域生活支援センターには、分野ごと 

の専門課題についての協議・情報交換の場 

として高齢者・障害・児童の各専門部会の 

位置づけがあります。 

このたび、関係者の皆さまのご協力を得て 

第１回目の高齢者部会を開催いたしました。 

当日は、市原健康福祉センターや市介護保 

険課、市社協をはじめ、市内の高齢者施設、 

当事者団体など、関係者約 40 名の方が出席

され、活発な意見交換がなされました。 

昨年４月、介護保険法の改正により高齢者福祉は再び変革期を迎えました。 

高齢者が住み慣れた地域で、尊厳のあるその人らしい生活を維持することができるようにする

ため、高齢者の心身の健康の維持、保健・福祉・医療の向上、安定した生活をおくるための必

要な支援を包括的に行う地域の機関として“地域包括支援センター”が設置されたのです。 

高齢者部会の参加団体からは事前に、「地域包括支援センターの動きについて知りたい」との

声が多く聞かれていました。そこで、今回は『地域包括支援センターの現状と今後の課題』と

題し、市原市地域包括支援センターの小松所長より説明をいただきました。 

その後の意見交換では、「現場レベルでの悩みを話し合いたい」「施設の種類を問わず、こう

して集まれることは有意義」などの意見が出され、大きなネットワークの第 1 歩になりました。 
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子育て支援センターは市内に３ヶ所、五井保育所・ちはら台保育園・杏保育園に設置されています。 

「どうやったらオムツがはずせるの？」「離乳食はいつから始めればいいの？」などの疑問に答えてくれ

たり、ママ仲間を作る子育てサークルの応援、子育てについての情報交換や親子教室、育児講座などを

行っています。相談はどなたでもできます。秘密を守りながら子育てのベテラン保育士が悩みの相談を

お受けしますので、お気軽にお立ち寄りください。 
  

 

 
 
 
 
 
 
  
  
  
 
 

 

 
   
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

親子が安心して、 

ホールや、園庭で 

ゆっくりと遊べます。 

五井保育所子育て支援センターです。

随時、０才～６才までの方、どなた 

でも利用できます。「育児相談」、 

「子育てひろば」、「一緒に遊ぼう会」、

「ミニ講座」などを行っています。 

（利用時間） 

月～金曜日 ９時～16 時 

土曜日   ９時～12 時 

【ＴＥＬ】 ２３－８７５１ 

【住  所】 市原市平田５４３－１ 

【Ｅメールアドレス】 

kosodate@abeam.ocn.ne.jp

ちはら台保育園子育て支援センタ

ーでは年齢に分けたルームを開き、

「親子で遊ぼう」「栄養相談」「簡単

な給食試食会」「季節の製作」 

などを行っています。水曜日には、

カウンセリングも行っています。 

（利用時間） 

月～金曜日 ９時～11 時 30 分 

       14 時～16 時 

土曜日   ９時～11 時 30 分 

【ＴＥＬ】７５－５４００ 

【住  所】市原市ちはら台南 

２－１５－８ 

子 育

支 援 セ ン 

お友だちを 

作りませんか？ 

待ってま～す。 1度来てみてくださいね

ひろ～いお部屋でのび

のび過ごせますよ。 

タ ―

て 

 
【住  所】市原市根田８７８ 

杏保育園子育て支援センター 

「あさひ」は広々としたスペース

に手作りの物が多くアットホーム

な雰囲気です。「年齢別クラブ」の

他「育児は育自」などの講座を行

っています。 

（利用時間） 

月～金曜日 ９時～11 時 

      14 時３０分～16 時 

土曜日   ９時～11 時 

【ＴＥＬ】２６－２６００ 

―２― 
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「障害のある人に対する理解を広げ、差別をなくすために」 －１－ 

 障害のある人もない人も、お互いの立場を尊重しあい支えあいながら、誰もが安心して暮らすことの

できる地域社会づくりをめざす「障害のある人もない人も共に暮らしやすい千葉県条例」が、平成１８

年１０月１１日、県議会において全会一致で可決成立しました。 

平成１９年７月１日より施行されるこの条例を、シリーズで紹介いたします。 

 

 ●条例成立までのあゆみ 

  条例づくりの動きは、平成１６年７月に策定した「第三次千葉県 

障害者計画」に条例の検討が盛り込まれたことを受けてスタートしま   

した。差別と思われる事例を県民から募集、官民協働の研究会や各地 

でのタウンミーティングなど、徹底した情報公開と県民参加のもとに 

議論が進められました。 

平成１８年２月議会に提出された条例案には、障害の定義や差別の 

定義などについての様々な異論が寄せられ、継続審議となりました。  

平成 18 年６月議会では、条例案

条例の特徴 

に対する差別の多くは、誤解や偏見など、障害のある人に対する理解が不十分であるこ

い人も、お互いの立場を理解し、協力しあう」という基本理念に 

通

られます。  

習などを変えていく仕組み 

 

次回は、条例の内容を詳しくお知らせいたします。 

相談もお受けしています。 

のいったん撤回が余儀なくされ、より多方面からの意見を取り入れ、

大幅な修正を行い、平成 18 年 9 月議会に提案。2 年以上の歳月をかけ成立となりました。 

 

●

 障害のある人

とから生じています。また、差別する側が「差別している」と認識していないまま、差別が行われてい

ることも多くあります。差別をなくす取り組みは、様々な立場の県民がお互いに理解を深め、協力しあ

って進めていくことが大切です。 

 この条例は、「障害のある人もな

のっとり、問題が発生した時に、第三者が当事者間に入り、双方の意見をよくうかがい、話し合いを

じて解決を図る仕組みを基本としています。 

特徴として次の点を盛り込んでいることが挙げ

■なにが差別に当たるのか分野ごとに定義 

■個別の事案解決の仕組み 

■差別の背景にある制度や慣

■差別解消に向けてがんばっている人を応援する仕組み 

※

※いちはら福祉ネットでは、差別や権利侵害に関するご

－３－ 

全全国国初初のの障障害害者者へへのの差差別別ををななくくすす条条例例成成立立！！

「「障障害害ののああるる人人ももなないい人人もも共共にに暮暮ららししややすすいい千千葉葉県県づづくくりり条条例例」」  



サポーターを大募集！！ 

コ

な

いちはら福祉ネットでは、パソ

ンを使った要約筆記のお手伝い

をしてくださる方を募集していま

す。要約筆記とは、聴覚に障害の

ある方のために、会話の内容を要

約して文字で伝えるものです。 

パソコンで文字を打つのが得意

方、福祉の勉強をしてみたい方、

お手伝いしていただけませんか？

事前にご説明いたしますので、お

気軽にお問い合わせ下さい。 
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今回の障害部会は初の試みとして『難病相談・支援センターネ 

ッ

・日本リウマチ友の 

会

ら代表の方が参加してくださり、団体の紹介や難病の特徴などを 

の方とは、災害時の支援やバリアフリ 

ー

  

信～２０

トワーク会議』と合同で開催しました。 

難病患者の当事者団体（千葉県スモンの会

千葉県支部・日本網膜色素変性症協会・全国重症筋無力症友の 

  会・全国脊髄小脳変性症友の会）か 

ご説明いただきました。 

障害をもつ方と難病患者

等の点で共通課題が多いことを確認しあい、新たなネットワー 

クの構築へと繋げることができました。 

第４回就労ワーキンググループ 

「市原型就労

・雇い入れる事業

者

   

     平成１８年１１月１２日（日）、

れ、

無料相談コーナーを設けており、 

 

－４－ 

 

第２４回市原市ふれあいまつり・ふ 

れあい福祉文化展が、市原市役所正 

面玄関前にて開催されました。当日 

は、あいにく北風の吹きすさぶ寒い 

日でしたが、多くの市民が訪 施設や小規模作業所・当事者団体 

の方たちが作った製品を手に取ったり、視覚障害者団体の無料マッサ

ージを受けたりしていました。 

 この日、千葉県社会福祉士会が

「いちはら福祉ネット」のスタッフも応援要請を受け参加しました。

 

（１２／２１福祉会館大会議室）

システムの提案」を目標に掲げ 

検討を進めてきましたが、第 4 回までのミー

ティングを終了しました。 

今回は、障害をもつ当事者

、それぞれの立場にたち、就労支援の現状に

ついての確認と支援の課題、望まれる支援方法

などについて意見を出し合いました。それらを

表にまとめ、いよいよ活動も佳境に入ってきま

した。次回は、就労システムの構築に繋がるよ

う、まとめをしていきます。 

第 3 回災害時支援ワーキンググループ

 国が出して

（１１／３０市民会館大会議室）

いる『災害時要援護者の避難支援

ガイドライン』を参考に、要援護者の所在確認

をどのようにするか、避難誘導の体制、避難時

の配慮点などを検討しています。個人情報の取

り扱いについてが、目下、最大の難題です。 

 各地域では、町会ごとに要援護者も参加して

の避難訓練が行われているなどの報告があり、

町会や班ごとの取り組みが必要との方向性が

出されてきています。次回は、時間を拡大して

のミーティングが予定されています。 



市原市では、第 2 次市原市障がい者基本計画の策定を進めており、それに伴いミニタウンミーティ

ングの開催とパブリックコメント（市民からの意見）の募集をします。ふるってご応募ください。 

ミニ

）先着８０名 

タウンミーティング 平成 19 年２月１８日（日）１３：３０～１５：３０ 

            市原市民会館 ３F 大会議室（手話通訳・要約筆記あり

            「氏名・職業・電話番号かメールアドレス・車イス使用の有無」を 

            記載の上、電話か FAX 又は E メールにて応募。 

パブリックコメント  素案の公表場所［障害福祉 ・支所・菊間保健福祉セン課 ター・アネッサ

           

 問い合わせ・応募先  

サンハート・福祉会館・保健センター・南部保健福祉相談室・市ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ]

「素案に対する意見・住所・氏名・電話番号」を記載の上、郵送か FAX

 又は E メールにて送付、もしくは持参する。募集期間 2/10～2/23 

障害福祉課 TEL ２３－９８１５  FAX ２２－３３２５ 

                    Eメールアドレス shougaifukushi@sc.city.ichihara.chiba.
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 葉県シンポジウム ＊ご一緒に考えませんか？ 

信～２０
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千

「支えあえる地域づくり」 
―孤独死ゼロを目指し

 
て― 

日 時
 

5 分) 

講 演：  

  

参加

名） 

、葉書か

：平成１９年３月２２日（木） 
       午後１時～４時４０分 
場 所：千葉県文化会館 

(JR 本千葉駅徒歩 1

① 厚生労働省大臣官房審議官(予定)

     ② 住民流福祉総合研究所長 木原孝久氏

シンポジウム：厚生労働省認知症対策推進室長 

松戸市常盤平団地自治会長 中沢卓実氏ほか 

者：県民及び地域福祉関係者 

参加費：無料（申込先着順１０００

申 込：住所・氏名・参加希望人数を書き

FAX で千葉県高齢者福祉課あて、お申し込

み下さい。 〒260－8667 （住所省略可） 

（TEL）043-223-2237(FAX)043-227-0050

公開講座/シンポジウム＆ランチコンサート 

親業講演会 

「親が変われば 子が変わる」 

育

 

【講師

練イ ストラクター 

ー 

【日時】平成１９

：００～） 

室を用意して ます 

 

】市原市 

－やる気と思いやりを る        て

        愛のコミュニケーション－

】塩本京子氏 

親業訓 ン

千葉県スクールアドバイザ

年２月１５日（木） 

    １３：３０～１５：３０（入場１３

【場所】市原市市民会館 小ホール 

【入場】無料 

【その他】託児 い

    （前日までに下記まで要予約）

【主催】市子育て支援員協議会 【後援

【問合せ】子ども福祉課 電話 ２３－９８０２ 

「「記記憶憶障障害害とと認認知知症症」」        

【日時】平成 ： ０

ビリテーション科 

参  

uku.go.jp

１９年２月３日(土) １０：００～１６ ３  

【場所】YOU ホール 3 階 

【主催】千葉労災病院リハ

申込み不要・先着 325 名 入場無料 昼食持

※終了後の懇親会／相談会は千円（当日申込・軽食付） 

【問合せ】千葉労災病院リハ科（安田・岩本） 

FAX ０４３６－７４－１１５１ 

メールreha-st1@chibah.rof

献血にご協力ください！

崎店

●２／２７（火） 

 

室前

問合

●２／１７（土） １０：００～１１：４５ 

 １３：００～１６：００ 

於：イトーヨーカドー姉

 ９：４５～１１：４５ 

          １３：００～１６：００ 

  於：市原市役所地下１F 守衛

せ：千葉県千葉港赤十字血液センター 

     電話 ０４３－２４１－８３３１（代） 
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豆乳１００ｃｃ、水１００ｃｃ、里芋７０ｇ、大根５０ｇ 

作り方   ①里芋 切り、しい

②

。 

しょうゆを加え、味をととのえて火

栄養士さんか の一言・・・ 

養的なバランスも良いメニューです。」 

今回 いただきました。 

 

 

 

 

 

 

 材料（４人分）…小麦粉１５０ｇ、

人参５０ｇ、ごぼう７０ｇ、ねぎ１００ｇ、しいたけ４０ｇ、油揚げ１/2 枚

ほうれん草７０ｇ、だし汁７カップ、しょうゆ大さじ２、塩少々 

は乱切り、大根・人参はいちょう切り、ごぼうはささがき、ねぎは小口

たけは薄切り、油揚げは油抜きし細切りにする。 

ほうれん草はサッと茹で、３ｃｍ位に切る。 

③鍋にだし汁７カップを入れ、①の材料を煮る 

④小麦粉に豆乳・水を少しずつ加えながらこねる

⑤ ③に④を落とし入れ、浮き上がったら②を入れ、

を止める。 

らのおすすめ

「旬の食材がたっぷり入っているので、栄

のレシピは、社会福祉法人昭和村 特別養護老人ホーム市原園栄養士の鴇田様より

 
グループホーム支援ワーカー」をご存知ですか？障害を持った方が地域で暮らしていく 

、

 

 

 「障害者

ために、グループホームやケアホームなどに入居している方や入居したい方、世話人さんの支援を 

行う専門の職員です。入居についてのご相談から、グループホームでの生活上の悩みごとを聴いたり

就労を含めた日中活動の場を一緒に探したりしています。この支援ワーカーが、千葉県の委託に 

より 10 月から「いちはら福祉ネット」内に配置されています。お気軽にご相談ください。 

    

 
 
 
 
 
 
 
 
 

―６― 

編 集 後 記 

 あけまして 

とうございます。 

今年もどうぞ宜しくお願いします。

いちはら福祉ネットへの相談件数 

平成１８年度１０月～１２月 

件 （新規９６件）

５件（新規２６３件）

   延相談件数 １，０６６

      相談方法         対象者  

 電話 ８８６件    高齢者   ５０件  

 訪問  ９４件    障害者  ７４８件 

 来所  ８６件     児童     ５３件 

            その他  ２１５件 

平成１８年度４月～１２月 

延相談件数 ２，９３

おめで

日々流れる暗いニュースに、気持ち

が沈んでしまいがちですが、はーと

通信を通じて、一人でも多くの方の

笑顔が見られればと願っています。

明るいニュースや耳寄り情報なども

ぜひお寄せください。ご意見・ご感

想も大歓迎です。 （スタッフ一同）


